
オンラインサロンが地域活性化



1. 人口減少に潜むチャンス

2050年 日本の人口は
1億人を切ると言われている

・税収減
・人材・人手不足
・インフラが維持できない

地方創生

・人口減少は止まらない
・東京圏への
人口の過度の集中を是正

・それぞれ地域で
住みやすい環境を確保
内閣府地方創生推進事務局,「『地方創生』ってなに？」

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/ （参照: 2020-10-02）

国土交通省国土計画局,「『国土長期展望』中間取りまとめ概要」
国土審議会政策部会長期展望委員会,2011,

https://www.mlit.go.jp/common/000135837.pdf（参照: 2020-10-02）
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人口増減率（2010年→2015年）

■2015年
全国的に人口減少が進む

一方で、東京圏・愛知県
大阪府・福岡県では人口増加

人口増減率（2035年→2040年）

■2040年
全都道府県で人口減少へ

1. 人口減少に潜むチャンス
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1. 人口減少に潜むチャンス

人口構成比（2040年）人口推計

国土交通省国土計画局,「『国土長期展望』中間取りまとめ概要」
国土審議会政策部会長期展望委員会,2011,

https://www.mlit.go.jp/common/000135837.pdf（参照: 2020-10-02）

人口は「減る」というよりも
「もとに戻る」だけ

課題の本質は
「人口のかたより（一極集中）」

人口が「もとに戻る」過程で、昔を参考に国づくりを再設計
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2.地方創生と関係人口

移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」
でもない、地域と多様に関わる人々を指す言葉

関係人口とは

総務省関係人口ポータルサイト,「関係人口とは」
https://www.soumu.go.jp/kankeijinkou/about/index.html （参照: 2020-10-02）
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2.地方創生と関係人口

関係人口の例
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2.地方創生と関係人口

若者×地方

三大都市圏に住む若者の4人に1人が「地方移住に関心がある」

★地方をもっと知りたい！関わりたい！
➡関わり方が分からない・何から始めればいいの？

国土交通省,「平成29年度国土交通白書（概要）」
https://www.mlit.go.jp/common/001239760.pdf（参照: 2020-10-02）

ふるさと回帰支援センター,「2018年の移住相談の傾向、ならびに移住希望地域ランキング公開」
http://www.furusatokaiki.net/wp/wp-content/uploads/2019/02/webnews20190219_furusato_ranking.pdf（参照: 2020-10-02）
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3. 田舎チャレンジャーラボ

オンラインサロンで地域活性化 ～ラボのメンバーセキサトコさんによる紹介マンガ～
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3. 田舎チャレンジャーラボ

サロンのオーナー さかえる氏（肩書：銀行辞めて田舎で複業10個）

東京の会議室で行われる
「なんちゃって地方創生」に疑問

山口県周防大島に移住
（集落支援員を軸にマルチに仕事を展開）

フォロワー1.5万人
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3. 田舎チャレンジャーラボ

Twitterでフォロワー1万5千人のフォロワーを抱える
さかえる氏の呼びかけでメンバーが集まる。

メンバーは53名
（入会は毎月5人限定。2020年10月現在）

Discord（無料ボイス
チャットアプリ）を利用

チャットや音声で…
・地方暮らしの悩み
・移住の相談
・地域の課題
・仕事の依頼
などを通じた交流
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4. 田舎チャレンジャーラボが注目されている理由

その1. 地域で頑張る人たちが繋がる

現在進行形の地域の課題は答えがない
➡手軽に相談することが出来る場
➡地域がもっと良くなっていく

離れたところに住む人が繋がる
オンラインならではの強み
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4. 田舎チャレンジャーラボが注目されている理由

その2. 地方に関心がある人と
地域を繋ぐプラットフォーム

これから地方に行きたいメンバーも参加

・リアルな地方暮らしが垣間見える
・先輩移住者への相談も手軽
・移住を検討している人同士の交流
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4. 田舎チャレンジャーラボが注目されている理由

その3. 地方の人材不足を補う

専門のスキルを持った人材が地域にいない…
➡サロンメンバーに相談して解決！

・地方に関心を持つ人に機会を提供
・仕事を通じた関係人口の創出
・メンバーによるオンラインイベントも開催
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5. オンラインから生まれる関係人口 ～周防大島の事例～

周防大島町 年間約100万人の観光客が訪れる「瀬戸内のハワイ」

➡急速な少子高齢化が進んでいる

・高齢化率は全国の市区町村でトップ
・人口減少のスピードも山口県全体に
比べて3倍以上のスピードで進んでいる
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5. オンラインから生まれる関係人口 ～周防大島の事例～

周防大島町

①就業者数に占める
個人事業主（雇人のない業主）・
家族従業者の割合が全国対比で大きい

総務省,2015年国勢調査より作成

②「起業の島」と
紹介されることも多い。
町全体で起業家を
応援する土壌がある。

周防大島商タイム
「島スクエア起業家養成講座のお知らせ」
http://blog.livedoor.jp/oidemise/

archives/52117569.html（参照: 2020-10-06）

課題解決が進み
さらなる人材が
必要となる

地域内に点在する人材が
「地域貢献」

を通じてつながる

地域課題の解決

つながりの自走化
（補助金に頼らない組織）

地域・業種を超えた
交流・連携で

新しい仕事が生まれる

地域の課題

地域の外に住む
人材とつながる

地域の課題
【地域の外に住む人】
地域課題に携わることで
その地域に興味を持つ

日本の就業形態、産業構成の先駆けであり、個人事業主の活躍する島
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5. オンラインから生まれる関係人口 ～周防大島の事例～

ラボメンバーが周防大島に集結

周防大島で4泊5日の『ラボ合宿』を開催
➡全国に点在するラボメンバーが周防大島に集結

←奄美大島

【ラボメンバーの居住地】 4泊5日 参加費5万円

宿泊費 体験費 飲食費

地域に落ちるお金

◇合宿の内容◇

・体験プログラムで地域の課題に取り組む
（次のスライドにてご紹介）

・参加者各自のテレワーク
・講師を招いた勉強会・島の人と交流 など
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5. オンラインから生まれる関係人口 ～周防大島の事例～

体験プログラムで地域貢献 メンバー間での交流や思い出作りに
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従来のイベント サロンのイベント

事務局

事務局内で
開催日時や内容を企画 メンバーの一人が企画

ちょっと
内容が微妙…

サロン

企画に賛同する
メンバーが集まり
日時や内容を調整

行きたいけど
予定が合わない

人が集まらない
・参加人数に応じた規模
・ニーズに沿った内容

周防大島の観光客は
GWと夏休みに集中

5. オンラインから生まれる関係人口 ～周防大島の事例～

集客効率のよさも特徴

サロンに相談
（無料）

サロンイベントは
閑散期にも集客可能

【メンバーに「会いに行く」旅行】

（ラボ合宿は12月に開催）

広告（有料）
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6. 移住者が次の移住者を呼ぶ

移住者のカスタマージャーニー

・地方に関心がある
・田舎で暮らしてみたい
・何から始めたらいいか分からない

・ネットに載っているのは正しい情報なのか
・移住相談フェアなどに足を運ぶ
・移住を発信している人のSNSをチェック

・話を見て・聞いて、本格的に移住を考えたい

・『田舎チャレンジャーラボ』に入る
・地方・田舎暮らしのリアルを垣間見る

・メンバーと会ってみたい
・田舎で行われる集まりに行ってみる
・「ああ、やっぱりいいな、田舎暮らし」

・旅行ではなく、家や仕事を探しに田舎へ
・困ったことがあったらラボで聞ける

・仕事を辞めて田舎暮らし
・田舎チャレンジャーラボで情報提供

・次の移住希望者の相談役になる
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まとめ ～オンラインサロンが地域活性化～

1. 人口減少に潜むチャンス
➡大都市への集中は変わらず、地方の人口減少・高齢化が著しい。

2. 「関係人口」という解決方法
➡地方に関心がある若者は増えている一方で、地方への関わり方が分からない。

3. オンラインサロン「田舎チャレンジャーラボ」
➡オンライン上で地方で頑張る人・地方に関心がある人が交流する。

4. 人と人とが繋がっていく
➡地方の人材不足を補うことが出来る。地方に関心がある人に機会や情報が提供される。

5. オンラインが作る「会う」ことの価値
➡サロンのイベントを通じて、オフラインの交流が生まれ、地域にお金が落ちる。

6. 関係人口から次の移住者を呼ぶ
➡自分の移住体験談を、サロンを通じて発信する。自分の地域に来てもらう。


